
　小
松
市
名
誉
市
民
は
、
広
く
社
会
の
進
展
・
文
化
の
発
展
に

貢
献
し
、
卓
越
し
た
功
績
で
郷
土
の
誇
り
と
し
て
市
民
か
ら
尊

敬
さ
れ
て
い
る
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　若
い
頃
か
ら
家
業
に
携
わ
り
陶
芸
の
道
を
歩
ん
で
き
た
中

田
さ
ん
。
三
代
德
田
八
十
吉
さ
ん
に
師
事
し
、
九
谷
焼
の
新

た
な
可
能
性
を
求
め
て
研
究
と
挑
戦
を
重
ね
、
昭
和
55
年
頃

か
ら
は
高
度
な
技
法「
釉
裏
銀
彩
」に
本
格
的
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
透
過
性
の
高
い
釉
薬
の
下
に
銀
箔
を
挟
ん
で
焼
成
す

る
こ
の
技
法
は
、
繊
細
な
調
整
が
求
め
ら
れ
る
難
し
い
表
現

で
す
が
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
中
で
独
自
の
世
界
を
切
り
開

き
ま
し
た
。

　中
田
さ
ん
の
作
品
は
、
九
谷
焼
の
五
彩
に
着
想
を
得
て
自

身
で
調
合
し
た「
淡
青
釉
」や「
淡
桜
釉
」な
ど
多
彩
な
色
釉
を

用
い
、
そ
の
下
に
銀
彩
や
金
彩
を
丁
寧
に
配
す
る
こ
と
で
、

柔
ら
か
な
光
と
奥
行
き
を
生
み
出
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

淡
青
釉
と
銀
彩
の
調
和
が
美
し
い
釉
裏
銀
彩
の
作
品
群
は
高

く
評
価
さ
れ
、
九
谷
焼
に
新
し
い
表
現
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　そ
の
実
績
は
広
く
認
め
ら
れ
、
平
成
22
年
に
は
日
本
工
芸

会
保
持
者
賞
を
受
賞
。
そ
の
後
も
紫
綬
褒
章
、
旭
日
小
綬
章

な
ど
多
く
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
工
芸
会

理
事
・
常
任
理
事
や
石
川
県
美
術
文
化
協
会
理
事
、
小
松
美

術
作
家
協
会
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
、
地
域
文
化
の
発
展
や

後
継
者
育
成
に
も
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　令
和
7
年
10
月
10
日
に
は「
釉
下
彩
」の
技
法
に
よ
り
、
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
）に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

九
谷
焼
の
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
独
自
の
美
を
切
り
開
い
た

そ
の
取
り
組
み
は
、
全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　現
在
も
細
や
か
な
表
現
へ
の
挑
戦
を
続
け
る
中
田
さ
ん
。

長
年
の
創
作
と
探
究
に
よ
り
九
谷
焼
の
魅
力
を
大
き
く
広
げ

て
こ
ら
れ
た
歩
み
は
、
本
市
の
文
化
を
語
る
上
で
も
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。

「
続
く
挑
戦
」表
現
に
新
た
な
可
能
性
を
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主な受賞歴
平成2年 日本伝統工芸展文部大臣賞
平成22年 日本工芸会保持者賞、北國文化賞
平成23年 紫綬褒章、石川テレビ賞
平成24年 小松市文化賞
平成27年 伝統文化ポーラ賞優秀賞
平成31年 旭日小綬章

経歴
●国指定重要無形文化財釉下彩保持者
●石川県指定無形文化財九谷焼技術保存会会員
●（公社）日本工芸会監事
●（一財）石川県美術文化協会理事
●石川県陶芸協会相談役
●小松美術作家協会会長
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